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（
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四
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附
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第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
そ
の
他
別
に
法
令
に
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
水
道
事
業
の

給
水
に
つ
い
て
の
給
水
装
置
工
事
及
び
費
用
負
担
、
料
金
そ
の
他
供
給
条
件
並
び
に
給
水
の
適
正
を
保
持
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
給
水
区
域
） 

第
二
条 

給
水
区
域
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。 

２ 

配
水
管
の
布
設
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
又
は
工
事
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
給
水
を
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

（
用
語
の
定
義
） 

第
三
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 
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一 

「
給
水
装
置
」
と
は
、
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
設
け
ら
れ
た
給
水
管
及
び
こ
れ
に
直
結
す
る
給
水
用
具
を
い
う
。 

二 

「
給
水
装
置
工
事
」
と
は
、
給
水
装
置
の
新
設
、
増
設
、
改
造
及
び
撤
去
又
は
修
繕
等
の
た
め
の
工
事
を
い
う
。 

三 
「
工
事
費
」
と
は
、
給
水
装
置
工
事
の
費
用
を
い
う
。 

（
給
水
装
置
の
種
類
） 

第
四
条 

給
水
装
置
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

専
用
線 
一
世
帯
ま
た
は
一
か
所
で
占
用
す
る
も
の
も
し
く
は
同
一
家
屋
内
に
居
住
す
る
二
世
帯
以
上
で
連
合
使
用
す
る
も
の 

二 

私
設
消
火
栓 
消
防
の
用
に
使
用
す
る
も
の 

（
給
水
装
置
所
有
者
の
代
理
人
） 

第
五
条 

給
水
装
置
の
所
有
者
（
以
下
「
所
有
者
」
と
い
う
。
）
で
、
こ
の
区
域
に
住
所
を
有
し
な
い
も
の
又
は
企
業
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の
は
、
こ
の
条
例
に
定

め
る
一
切
の
事
項
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
代
理
人
を
選
定
し
、
企
業
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代
理
人
に
異

動
が
あ
っ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。 

第
六
条 

削
除 

（
家
族
等
の
行
為
に
対
す
る
責
任
） 

第
七
条 

給
水
装
置
の
使
用
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。）
は
、
そ
の
家
族
、
同
居
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
等
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
こ
の
条
例
に
定
め

る
責
め
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
給
水
装
置
の
管
理
） 

第
八
条 

所
有
者
又
は
使
用
者
は
、
水
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
給
水
装
置
を
管
理
し
、
水
質
又
は
給
水
装
置
に
異
常
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
企

業
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
修
繕
に
要
し
た
費
用
は
、
所
有
者
又
は
使
用
者
の
負
担
と
す
る
。
た
だ
し
、
企
業
長
に
お
い
て
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
費
用
を
徴

収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

給
水
装
置
を
、
器
物
又
は
施
設
と
連
絡
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
道
水
を
汚
染
さ
せ
な
い
こ
と
。 

二 

水
道
メ
ー
タ
ー
（
以
下
「
メ
ー
タ
ー
」
と
い
う
。）
の
点
検
、
検
査
又
は
修
繕
の
障
害
と
な
る
建
築
物
工
作
物
若
し
く
は
物
件
を
設
置
し
な
い
こ
と
。 
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三 

み
だ
り
に
メ
ー
タ
ー
、
止
水
栓
等
を
操
作
し
な
い
こ
と
。 

４ 

第
一
項
の
管
理
義
務
を
怠
っ
た
た
め
に
生
じ
た
損
害
は
、
所
有
者
又
は
使
用
者
の
責
任
と
す
る
。 

第
二
章 

給
水
装
置
の
工
事
及
び
費
用 

（
工
事
の
申
し
込
み
） 

第
九
条 

給
水
装
置
工
事
（
以
下
「
工
事
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
企
業
長
に
申
し
込
み
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
水
装
置
の
軽
微
な
変
更
及
び
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

企
業
長
は
、
前
項
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
利
害
関
係
人
の
同
意
書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
工
事
の
施
行
） 

第
十
条 

工
事
の
設
計
及
び
施
行
は
、
企
業
長
又
は
企
業
長
が
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
指
定
を
し
た
者
（
以
下
「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
と
い
う
。）
が

こ
れ
を
行
う
。 

２ 

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
工
事
を
施
行
す
る
場
合
は
、
工
事
着
手
前
に
企
業
長
の
設
計
審
査
（
使
用
材
料
の
確
認
を
含
む
。）
を
受
け
、
か
つ
、
工
事
し
ゅ

ん
工
後
に
企
業
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
関
す
る
事
項
は
、
企
業
長
が
定
め
る
。 

（
給
水
管
及
び
給
水
用
具
の
指
定
） 

第
十
一
条 

企
業
長
は
、
災
害
等
に
よ
る
給
水
装
置
の
損
傷
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
給
水
装
置
の
損
傷
の
復
旧
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
配
水
管
へ
の
取
付
口
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
間
の
給
水
装
置
に
用
い
よ
う
と
す
る
給
水
管
及
び
給
水
用
具
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
及

び
材
質
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

企
業
長
は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
対
し
、
配
水
管
に
給
水
管
を
取
り
付
け
る
工
事
及
び
当
該
取
付
口
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
工
事
に
関
す
る
工
法
、
工

期
、
そ
の
他
の
工
事
上
の
条
件
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
権
限
は
、
法
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
給
水
契
約
の
申
込
み
の
拒
否
又
は
給
水
の
停
止
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
と
解
釈
し
て

は
な
ら
な
い
。 

（
加
入
金
） 

第
十
二
条 

給
水
装
置
の
新
設
又
は
メ
ー
タ
ー
口
径
を
増
加
す
る
改
造
の
工
事
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
次
条
に
定
め
る
工
事
費
の
ほ
か
、
企
業
長
の
指
定
す
る
期
日
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ま
で
に
加
入
金
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

加
入
金
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
額
に
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
に
定
め
る
消
費
税
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
そ
の
額
に
地
方
税
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
に
定
め
る
地
方
消
費
税
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
算
し
た
額
（
以
下
「
消
費
税
相
当
額
」
と
い
う
。）
を
加
え
た

金
額
と
す
る
。 

３ 

納
入
し
た
加
入
金
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
工
事
着
手
前
に
工
事
を
取
り
や
め
た
場
合
又
は
工
事
中
に
お
け
る
設
計
変
更
に
よ
り
生
じ
た
差
額
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
工
事
費
の
算
出
方
法
） 

第
十
三
条 

企
業
長
が
、
施
行
す
る
工
事
の
工
事
費
は
、
次
の
合
計
額
と
し
、
工
事
申
込
者
の
負
担
と
す
る
。 

一 

材
料
費 

二 

運
搬
費 

三 

労
力
費 

四 

道
路
復
旧
費 

五 

工
事
監
督
費 

六 

間
接
経
費 

２ 

前
項
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
別
の
費
用
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
費
用
を
加
算
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
規
定
す
る
工
事
費
の
算
出
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
企
業
長
が
定
め
る
。 

（
工
事
費
の
納
入
） 

第
十
四
条 

前
条
の
工
事
費
は
、
企
業
長
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
給
水
装
置
の
変
更
） 

第
十
五
条 

企
業
長
は
、
配
水
管
の
移
転
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
、
給
水
装
置
に
変
更
を
加
え
る
工
事
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
所
有
権
者
の
同
意
が
な
く
と
も
施

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
章 

給
水 

（
給
水
の
原
則
） 
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第
十
六
条 

給
水
は
、
非
常
災
害
、
水
道
施
設
の
工
事
及
び
故
障
、
異
常
、
渇
水
、
停
電
そ
の
他
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
又
は
法
令
並
び
に
こ
の
条
例
の
規
定
に

よ
る
場
合
の
ほ
か
、
制
限
又
は
停
止
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

２ 
給
水
を
制
限
又
は
停
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
日
時
及
び
区
域
を
定
め
て
そ
の
都
度
こ
れ
を
予
告
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

給
水
の
制
限
、
停
止
、
断
水
又
は
漏
水
の
た
め
所
有
者
又
は
使
用
者
に
損
害
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
企
業
長
は
、
そ
の
責
め
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
計
量
） 

第
十
七
条 

給
水
量
は
、
メ
ー
タ
ー
に
よ
り
計
算
す
る
。
た
だ
し
、
企
業
長
が
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
メ
ー
タ
ー
の
設
置
） 

第
十
八
条 

メ
ー
タ
ー
は
、
給
水
装
置
に
設
置
し
、
そ
の
位
置
は
、
企
業
長
が
定
め
る
。 

２ 

メ
ー
タ
ー
は
、
所
有
者
又
は
使
用
者
に
保
管
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

メ
ー
タ
ー
の
保
管
者
が
、
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
、
メ
ー
タ
ー
を
亡
失
し
、
又
は
毀
損
し
た
と
き
は
、
企
業
長
は
、
そ
の
損
害
額
を
弁
償
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。 

（
届
出
） 

第
十
九
条 

所
有
者
又
は
使
用
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
速
や
か
に
企
業
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

給
水
装
置
の
使
用
を
開
始
し
、
廃
止
し
、
又
は
中
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

二 

所
有
者
又
は
使
用
者
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
。 

（
私
設
消
火
栓
の
使
用
） 

第
二
十
条 

私
設
消
火
栓
は
、
消
火
又
は
消
防
演
習
の
場
合
の
ほ
か
は
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

私
設
消
火
栓
を
消
防
演
習
の
た
め
使
用
す
る
者
は
、
企
業
長
に
立
会
い
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
給
水
装
置
及
び
水
質
の
検
査
） 

第
二
十
一
条 

給
水
装
置
の
機
能
又
は
水
質
に
つ
い
て
、
所
有
者
又
は
使
用
者
か
ら
検
査
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
企
業
長
が
こ
れ
を
行
い
、
検
査
の
結
果
を
請
求

者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
検
査
に
お
い
て
、
特
別
の
費
用
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
費
用
を
徴
収
す
る
。 
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第
四
章 

料
金
及
び
手
数
料 

（
料
金
の
納
付
義
務
者
） 

第
二
十
二
条 

水
道
料
金
は
、
使
用
者
か
ら
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
代
理
人
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
料
金
） 

第
二
十
三
条 
料
金
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
基
本
料
金
と
従
量
料
金
と
の
合
計
額
に
消
費
税
相
当
額
を
加
え
た
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
十
円
未
満
の

端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。 

（
料
金
算
定
の
基
準
） 

第
二
十
四
条 

料
金
は
、
毎
月
定
例
日
に
メ
ー
タ
ー
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
日
に
属
す
る
月
分
と
し
て
算
定
す
る
。 

２ 

企
業
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
隔
月
定
例
日
に
使
用
水
量
を
ま
と
め
て
計
量
し
、
そ
の
料
金
を
算
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

３ 

企
業
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
前
二
項
の
定
例
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
給
水
量
の
認
定
） 

第
二
十
五
条 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
給
水
量
の
認
定
は
、
企
業
長
が
行
う
。 

一 

メ
ー
タ
ー
に
異
常
が
あ
っ
た
と
き
。 

二 

メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
き
。 

三 

積
雪
そ
の
他
の
理
由
に
て
メ
ー
タ
ー
検
針
が
困
難
と
認
め
た
と
き
。 

四 

漏
水
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
給
水
量
が
不
明
な
と
き
。 

（
中
止
時
の
料
金
） 

第
二
十
六
条 

水
道
の
中
止
し
て
い
る
月
は
、
基
本
料
金
を
徴
収
す
る
。 

（
料
金
の
前
納
） 

第
二
十
七
条 

臨
時
給
水
そ
の
他
工
事
用
等
の
た
め
に
臨
時
栓
に
よ
り
給
水
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
企
業
長
は
、
使
用
予
定
水
量
に
相
当
す
る
料
金
概

算
額
を
前
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
料
金
は
、
使
用
中
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
に
精
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
届
け
出
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
企
業
長
に
お
い
て
使
用
を
中
止
し
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た
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
精
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
特
別
使
用
の
認
定
） 

第
二
十
八
条 

第
三
者
が
、
事
故
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
水
道
を
使
用
し
、
又
は
漏
水
し
た
と
き
の
水
量
及
び
料
金
は
、
企
業
長
が
認
定
す
る
。 

（
料
金
の
納
期
及
び
徴
収
方
法
） 

第
二
十
九
条 
料
金
の
納
期
は
、
毎
月
末
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
は
二
箇
月
分
を
ま
と
め
て
徴
収
す
る
。 

２ 

企
業
長
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
前
項
の
納
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

料
金
は
、
納
額
告
知
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
。 

（
手
数
料
） 

第
三
十
条 

手
数
料
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に
よ
り
申
込
み
の
際
こ
れ
を
徴
収
す
る
。 

一 

給
水
装
置
工
事
検
査
手
数
料
（
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
工
事
を
行
う
と
き
徴
収
す
る
。） 

一
工
事
に
つ
き 

四
千
円 

二 

私
設
消
火
栓
立
会
手
数
料 

一
基
に
つ
き
一
回
千
円
と
し
、
日
曜
、
祭
日
及
び
時
間
外
の
場
合
は
、
そ
の
五
割
増
と
す
る
。 

三 

閉
開
栓
手
数
料
（
給
水
の
開
始
、
中
止
又
は
廃
止
す
る
と
き
） 

閉
開
各
一
回
に
つ
き
五
百
円
に
消
費
税
相
当
額
を
加
え
た
金
額
と
す
る
。 

四 

登
録
手
数
料 

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者 

一
件
に
つ
き 

一
万
円 

五 

更
新
手
数
料 

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者 
一
件
に
つ
き 

一
万
円 

六 

各
種
証
明
手
数
料 

一
件
に
つ
き 

三
百
円 

（
料
金
手
数
料
等
の
減
免
） 

第
三
十
一
条 

企
業
長
は
、
公
益
上
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
料
金
、
手
数
料
、
そ
の
他
の

費
用
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
五
章 

管
理 

（
随
時
検
査
） 

第
三
十
二
条 

企
業
長
は
、
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
給
水
装
置
を
点
検
し
、
適
切
な
措
置
を
命
じ
、
又
は
自
ら
措
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
措
置
に
要
す
る
費
用
は
、
所
有
者
又
は
使
用
者
の
負
担
と
す
る
。 

（
給
水
装
置
の
基
準
違
反
に
対
す
る
措
置
） 
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第
三
十
三
条 

企
業
長
は
、
水
の
供
給
を
受
け
る
者
の
給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
が
、
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
第
六
条
に
規
定

す
る
給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
の
給
水
契
約
の
申
込
み
を
拒
み
、
又
は
そ
の
者
が
給
水
装
置
を
そ
の
基
準
に
適
合

さ
せ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
者
に
対
す
る
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

企
業
長
は
、
水
の
供
給
を
受
け
る
者
の
給
水
装
置
が
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
施
行
し
た
給
水
装
置
工
事
に
係
る
も
の
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
の
給
水

契
約
の
申
込
み
を
拒
み
、
又
は
そ
の
者
に
対
す
る
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
水
装
置

の
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
が
そ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
給
水
の
停
止
） 

第
三
十
四
条 

企
業
長
は
、
納
入
す
べ
き
料
金
、
手
数
料
及
び
工
事
費
を
納
入
期
限
ま
で
に
納
入
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
の
継
続
す
る
間
、
給
水
を
停

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
給
水
管
の
切
断
） 

第
三
十
五
条 

企
業
長
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
し
、
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
給
水
管
を
切
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

所
有
者
の
所
在
が
三
箇
月
以
上
不
明
で
、
か
つ
、
給
水
装
置
の
使
用
者
が
な
い
と
き
。 

二 

給
水
装
置
が
使
用
中
止
の
状
態
に
あ
っ
て
、
将
来
使
用
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
た
と
き
。 

（
督
促
及
び
督
促
手
数
料
） 

第
三
十
六
条 

料
金
、
手
数
料
そ
の
他
の
収
入
を
納
期
限
ま
で
に
納
入
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
企
業
長
は
督
促
状
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
督
促
状
に
指
定
す
べ
き
納
入
の
期
限
は
、
そ
の
発
行
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
督
促
状
を
発
し
た
場
合
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
督
促
状
一
通
に
つ
い
て
百
円
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
。 

（
延
滞
金
） 

第
三
十
七
条 

料
金
、
手
数
料
そ
の
他
の
収
入
を
納
期
後
に
納
入
す
る
場
合
に
は
、
当
該
納
入
金
額
に
そ
の
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
、

年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト(

督
促
状
を
発
す
る
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト)

の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
を
加
算
し
て

納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
延
滞
金
の
額
が
十
円
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
過
料
） 

第
三
十
八
条 

企
業
長
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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一 

企
業
長
の
承
認
を
受
け
な
い
で
工
事
を
し
た
と
き
。 

二 

給
水
装
置
等
の
検
査
そ
の
他
係
員
の
職
務
執
行
を
拒
み
、
又
は
こ
れ
を
妨
害
し
た
と
き
。 

三 
給
水
を
濫
用
し
こ
れ
を
分
与
又
は
用
途
外
に
使
用
し
た
と
き
。 

四 
み
だ
り
に
消
火
栓
、
仕
切
弁
等
を
操
作
し
た
と
き
。 

五 

メ
ー
タ
ー
の
作
用
を
妨
害
し
た
と
き
。 

六 

給
水
装
置
を
汚
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
器
物
又
は
施
設
を
連
絡
し
て
使
用
す
る
等
警
告
を
発
し
て
も
な
お
こ
れ
を
改
め
な
い
と
き
。 

七 

無
届
け
に
て
私
設
消
火
栓
を
使
用
し
た
と
き
、
再
度
の
警
告
を
発
し
て
も
な
お
改
め
な
い
と
き
は
、
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

八 

前
各
号
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

（
料
金
を
免
れ
た
者
に
対
す
る
過
料
） 

第
三
十
八
条
の
二 

企
業
長
は
、
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
料
金
又
は
手
数
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
五
倍
に
相

当
す
る
金
額
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
三
十
九
条 

削
除 

第
六
章 

給
水
の
特
例 

（
配
水
管
布
設
費
用
の
負
担
） 

第
四
十
条 

企
業
長
は
、
配
水
管
を
布
設
し
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
か
ら
給
水
の
申
込
み
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
が
必
要
と
す
る

給
水
量
に
対
応
す
る
口
径
の
配
水
管
の
布
設
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
費
用
相
当
額
」
と
い
う
。）
を
負
担
す
る
と
き
は
、
配
水
管
を
布
設
し
給
水

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

団
地
の
造
成 

二 

工
場
及
び
事
務
所
の
建
設 

三 

ア
パ
ー
ト
、
宿
舎
及
び
寮
の
建
設 

四 

学
校
、
病
院
及
び
市
場
の
建
設 

五 

そ
の
他
前
各
号
に
類
す
る
も
の 

２ 

費
用
相
当
額
は
、
企
業
長
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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第
七
章 

貯
水
槽
水
道 

（
企
業
長
の
責
務
） 

第
四
十
一
条 

企
業
長
は
、
貯
水
槽
水
道
（
法
第
十
四
条
第
二
項
第
五
号
に
定
め
る
貯
水
槽
水
道
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
管
理
に
関
し
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
に
対
し
、
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

企
業
長
は
、
貯
水
槽
水
道
の
利
用
者
に
対
し
、
貯
水
槽
水
道
の
管
理
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
設
置
者
の
責
務
） 

第
四
十
二
条 

貯
水
槽
水
道
の
う
ち
簡
易
専
用
水
道
（
法
第
三
条
第
七
項
に
定
め
る
簡
易
専
用
水
道
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
者
は
、
法
第
三
十
四

条
の
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
水
道
を
管
理
し
、
及
び
そ
の
管
理
の
状
況
に
関
す
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
簡
易
専
用
水
道
以
外
の
貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
は
、
企
業
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
貯
水
槽
水
道
を
管
理
し
、
及
び
そ
の
管
理
の
状
況

に
関
す
る
検
査
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
八
章 

水
道
の
布
設
工
事
及
び
管
理 

（
布
設
工
事
監
督
者
を
配
置
す
る
工
事
） 

第
四
十
三
条 

法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
水
道
の
布
設
工
事
は
、
水
道
施
設
（
法
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
水
道
施
設
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
新
設
の
工
事
又
は
企
業
長
が
別
に
定
め
る
水
道
施
設
の
増
設
若
し
く
は
改
造
の
工
事
と
す
る
。 

（
布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
） 

第
四
十
四
条 

法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
資
格
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。

以
下
「
大
学
」
と
い
う
。
）
の
土
木
工
学
科
に
お
い
て
衛
生
工
学
に
関
す
る
学
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、
二
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し

た
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
企
業
長
が
別
に
定
め
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
） 

第
四
十
五
条 

法
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
資
格
は
、
大
学
に
お
い
て
工
学
（
土
木
工
学
を
除
く
。）
に
関
す
る
学
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、

四
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
企
業
長
が
別
に
定
め
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
九
章 

雑
則 

（
委
任
） 
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第
四
十
六
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
企
業
長
が
定
め
る
。 

附 

則 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 
則
（
昭
和
四
二
年
条
例
第
一
二
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
三
年
条
例
第
五
号
） 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
三
年
条
例
第
七
号
） 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
四
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
施
行
の
前
日
ま
で
の
申
込
み
を
受
理
し
た
給
水
装
置
の
新
設
及
び
メ
ー
タ
ー
口
径
を
増
加
す
る
改
造
の
工
事
に
係
る
分
岐
負
担
金
の
額
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
条
例
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
分
の
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
五
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
四
十
五
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
。
な
お
同
表
中

特
別
限
定
単
位
当
た
り
料
金
の
年
度
ご
と
の
適
用
に
つ
い
て
も
こ
の
例
に
よ
る
。 



附 

則
（
昭
和
四
五
年
条
例
第
八
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
適
用
） 

２ 

こ
の
表
は
、
特
別
給
水
事
業
開
始
の
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
六
年
条
例
第
六
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
七
年
条
例
第
三
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
七
年
条
例
第
五
号
） 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
八
年
条
例
第
三
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
昭
和
五
〇
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
昭
和
五
一
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 



１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 
改
正
後
の
条
例
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 
則
（
昭
和
五
二
年
条
例
第
二
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
昭
和
五
三
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
昭
和
五
五
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
申
込
み
が
受
理
さ
れ
た
給
水
装
置
の
新
設
及
び
メ
ー
タ
ー
口
径
を
増
加
す
る
改
造
工
事
の
う
ち
、
昭
和
五
十
五
年
九
月

三
十
日
ま
で
完
成
し
た
工
事
に
係
る
分
岐
負
担
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
水
道
給
水
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。）

第
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
条
例
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
昭
和
五
六
年
条
例
第
四
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



附 

則
（
昭
和
五
七
年
条
例
第
二
号
） 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 
こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
込
み
が
受
理
さ
れ
た
給
水
装
置
の
新
設
の
う
ち
、

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
完
成
し
た
工
事
に
係
る
分
岐
負
担
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
水
道
給
水
条
例
（
以
下
「
改
正

後
の
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

２ 

改
正
後
の
条
例
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
五
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
昭
和
六
〇
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
込
み
が
受
理
さ
れ
た
給
水
装
置
の
新
設
の
う
ち
、
昭

和
六
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
完
成
し
た
工
事
に
係
る
分
岐
負
担
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
水
道
給
水
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の

条
例
」
と
い
う
。）
第
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

２ 

改
正
後
の
条
例
別
表
第
二
水
道
料
金
は
、
昭
和
六
十
年
五
月
分
の
水
道
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
四
月
分
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
平
成
元
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
水
道
給
水
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
前
か
ら
継
続
し
て
供
給
し
て
い
る
水
道
の
使
用
で
、
施

行
日
か
ら
平
成
元
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
の
確
定
さ
れ
る
も
の
に
係
る
料
金
（
施
行
日
以
後
初
め
て
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権

利
の
確
定
さ
れ
る
日
が
同
月
三
十
日
後
で
あ
る
水
道
の
使
用
に
あ
っ
て
は
、
当
該
確
定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
施
行
日
以
後
初
め
て
支
払
を
受
け
る
権
利
が
確
定
さ

れ
る
料
金
を
前
回
確
定
日
（
そ
の
直
前
の
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
が
確
定
し
た
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
施
行
日
以
後
、
初
め
て
料
金
の
支
払
を
受
け

る
権
利
が
確
定
さ
れ
る
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
で
除
し
、
こ
れ
に
前
回
確
定
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
係
る
部
分
に

対
応
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

前
項
の
月
数
は
、
暦
に
従
っ
て
計
算
し
、
一
月
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
一
月
と
す
る
。 



附 

則
（
平
成
四
年
条
例
第
四
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
込
み
が
受
理
さ
れ
た
給
水
装
置
工
事
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
平
成
五
年
条
例
第
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
九
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
水
道
給
水
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
前
か
ら
継
続
し
て
供
給
し
て
い
る
水
道
の
使
用
で
、
施

行
日
か
ら
平
成
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
の
確
定
さ
れ
る
も
の
に
係
る
料
金
（
施
行
日
以
後
初
め
て
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権

利
の
確
定
さ
れ
る
日
が
同
月
三
十
日
後
で
あ
る
水
道
の
使
用
に
あ
っ
て
は
、
当
該
確
定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
施
行
日
以
後
初
め
て
支
払
を
受
け
る
権
利
が
確
定
さ

れ
る
料
金
を
前
回
確
定
日
（
そ
の
直
前
の
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
が
確
定
し
た
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
施
行
日
以
後
、
初
め
て
料
金
の
支
払
を
受
け

る
権
利
が
確
定
さ
れ
る
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
で
除
し
、
こ
れ
に
前
回
確
定
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
係
る
部
分
に

対
応
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

前
項
の
月
数
は
、
暦
に
従
っ
て
計
算
し
、
一
月
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
一
月
と
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
〇
年
条
例
第
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
二
年
条
例
第
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
四
年
条
例
第
五
号
） 



こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
五
年
条
例
第
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 
則
（
平
成
二
〇
年
条
例
第
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
〇
年
条
例
第
三
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
五
年
条
例
第
三
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
六
年
条
例
第
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

施
行
日
前
か
ら
継
続
し
て
い
る
水
道
の
使
用
で
、
施
行
日
前
の
最
後
に
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
施
行
日
以
後
の
最
後
に
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
行
う
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
使
用
に
係
る
料
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
水
道
給
水
条
例
第
二
十
三
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
平
成
三
一
年
条
例
第
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

附 

則
（
令
和
元
年
条
例
第
二
号
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
三
十
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
の
申
込
み
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
申
込
み
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の



例
に
よ
る
。 

 
 
 

附 

則
（
令
和
二
年
条
例
第
二
号
） 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



別表第１（第２条関係） 

 

給水区域 

(1) 中山町の区域 

大字長崎（最上川及び須川の川向地区を除く。）、大字達磨寺、大字向新田、大字小塩、大字岡、大字

土橋の一部、大字柳沢の一部、大字金沢の一部を除く全域、いずみ、あおば 

(2) 山辺町の区域 

大字山辺、大字三河尻、大字大寺、大字北垣、大字根際、大字要害、大字大塚、宮の前、緑ケ丘、近

江、大字杉下字小鶴沢 

(3) 山形市の区域 

大字上反田、大字下反田、大字古館、大字常明寺、大字芳沢、大字村木沢（字上平、字大谷地及び字

向川原の一部を除く。）、大字若木、大字門伝字山王、東古館、藤沢川、桜ケ丘、飯塚町の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第２（第１２条関係） 

メーターの口径 金額 

20 ミリメートルまで 65,000 円 

25 ミリメートル 100,000  

30  〃 140,000  

40  〃 240,000  

50  〃 350,000  

75  〃 780,000  

100  〃 1,300,000  

150  〃 2,800,000  

備       考 

(1) メーター口径を増加する工事の場合にあっては、新口径に係る加入

金と、旧口径に係る額の差額とする。 

(2) メーター口径 150 ミリメートルを超えるものにあっては、企業長が

別に定める額とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第３（第２３条関係） 

 １ 一般給水 

  イ 基本料金（設置メーター１個につき１箇月） 

メーターの口径別 金額 

13 ミリメートル 480 円 

20  〃 1,300  

25  〃 2,100  

30  〃 5,300  

40  〃 6,500  

50  〃 9,700  

75  〃 23,900  

100  〃 40,700  

150  〃 88,600  

  ロ 従量料金（設置メーター１個につき１箇月） 

区分 金額 

使用水量 10 立方メートルまでの分 1 立方メートルにつき 160 円 

使用水量 10 立方メートルを超える分 1 立方メートルにつき 220  

消火栓（演習用) 1 栓 10 分間につき 2,500  

 ２ 特別給水 

区分 金額 備考 

基本料金 一般給水と同じ 山辺地区は、使用水量に 0.7 を乗じて得た水量を

特別給水量とする。 従量料金 1 立方メートルにつき 140 円 

備考 メーター口径 150 ミリメートルを超える基本料金については、企業長が別に定める。 


